






研究要旨 富山スタディ(平成元年生れ 1 万人コホート研究)によれば、1 学校 1 年生の間

の肥満化には、育児環境(母 0)常勤)、食生活、身体活動、生活時間などが関与しており、

これらの生活習慣は児童の心理社会的側面とも関連していた。現在小学校 3 年 4…となっ

ているこのコホートにおける肥満児では、心臓自律神経活動のスペクトル解析で副交感神

経活動低下、交感神経活動の相対的允進といった神経学的偏位がみられた。平成 11 年度の

富山スタディの追跡調査で、心理社会的側面から生活習慣の検討を行うべく、この分野で

使用されている国際標準調査(CHQ-SF87)の翻訳を行った。 


